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   
医療保健を取り巻く状況はケア対象者のニー
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対象として看護記録などより､ データ収集を行い､ 質的に分析を行った｡ その結果､ 看護者は看護チーム､

















   
牧原は対人援助における専門職の協働の中
で､ ｢コラボレーション｣ という言葉の意味
は ｢協力｣ ｢協調｣ の他に ｢合作｣ ｢共著｣ と
いう意味もあり､ 医師と臨床心理士と精神保
健福祉士と看護師等々が､ 互いの領域から一



















































対象者は､ 男性２名､ 女性３名で､ 年齢構
成は36歳～57歳 (平均47,8歳) 罹病期間16年





















































































































































































































































































役割をとった｡ また､ 『患者理解を深め､ 統
一した看護ケアを提供する』 『気持ちをほぐ
す』 『他職種の専門性を活用する』 等の役割
も果たしていた｡ この結果､ 患者は､ 約３年
後に自宅へ退院となった｡
事例３ (図４) は､ 幻覚・妄想による暴力
行為や衝動行為が持続し､ 援助関係を築くこ
とができなかったが､ 主治医交代をきっかけ













事例４ (図５) は､ 整形外科疾患のため疼
痛･歩行障害が顕著であり､ 日常生活のしづ
らさから手術を強く希望していた｡ 看護者は､







果たしていた｡ この結果､ 患者は､ フリー歩
行が可能となり､ 退院への意欲が聞かれ､ 自
宅へ帰ることとなった｡
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